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・各部局の要求額は、人件費、繰出金及び予備費等を含んでいません。 

 

 



単位：千円、％

　　主な増減理由

・防災行政無線屋外子局非常用電源の更新による増　　　９，８１２千円

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜防災＞

　　　○

　　　○

　　・自動起動防災ラジオ普及促進に対する助成

危　機　管　理　室

要求額

会計名
平成２５年度
当初予算額

平成２６年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 118,622 148,490 29,868 25.18

・防災ラジオ普及促進のための取組み強化による増　　２４，６０８千円

要求に関する基本方針

大規模災害を想定した実践的な防災訓練の充実

市民の生命・身体及び財産を災害から守るための体制の整備

要求のポイント

実践的な防災訓練の実施 ５，０９１千円　
（４，４００千円）

　大規模地震の発生を想定した実践的な防災訓練に必要な経費を計上

　　・会場設営委託、訓練用消耗品購入　ほか

　　・防災エキスパートの育成

災害対策事業の推進 １３８，１３５千円　
（１０９，０５２千円）

　災害発生など不測の事態に備え、地域防災力の強化を図るために必要な経費を計上

　　・防災備蓄物資購入



単位：千円、％

　　主な増減理由
・外国人が滞在しやすい環境の整備による増　　５，０５９千円
・ウルバンバ郡との友好都市提携事業の減　　△３，２００千円

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜観光・農業・林業・畜産業・商業・工業＞

　　　○

　ターゲットを明確にした誘客・販売活動強化を図るために必要な経費を計上

　　・海外の国・地域のニーズに合った多言語サイトの運営及びモバイル版の作成

　　・富裕層に的を絞った誘客活動

　　・誘客のＰＲも兼ねた販売活動

　　・海外販売の状況調査

　　・外国人が滞在しやすい環境（ＷｉＦｉスポット整備ほか）

＜学校教育・生涯学習・スポーツ・文化・地域＞

　　　○

　　・姉妹友好都市との具体的な交流の推進

　　・誘客や物販につながる交流の推進

　国際化推進のために必要な経費を計上

　　・海外の国・地域との相互理解の促進

海　外　戦　略　室

要求額

会計名
平成２５年度
当初予算額

平成２６年度
要求額

対前年度増減額
増減率

効果の高い誘客・販売展開 ４５，９６０千円　

一般会計 65,449 76,134 10,685 16.33

要求に関する基本方針

要求のポイント

誘客・物販・交流の相乗効果の創出

海外戦略ビジョンのさらなる具現化

（３３，１１０千円）

海外の国・地域とのつながりの強化 ３０，１７４千円　
（３２，３３９千円）

　姉妹友好都市との絆の強化を図るために必要な経費を計上



単位：千円、％

　　主な増減理由
・ＣＡＴＶ事業の整備促進による増　　５００，０００千円

・総合行政情報システムの導入による増　　５９，６１７千円
・情報システムの更新による増　　２５，０１８千円
　（住民票等コンビニ交付サービス導入、社会保障・税番号制度対応）
・農林業センサスをはじめとした諸統計調査の増　　１１，８００千円　

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜市民参画＞

　　　○

　　・市ホームページ（行政情報、観光情報）のリニューアル

行政を取り巻く環境の変化に的確に対応できる職員の育成

効率的で利便性が高い公共交通体系の確保

簡素で効率的な行政運営や持続可能な行財政基盤の確立を図るための行政
改革の推進

要求のポイント

　　・政策検討市民委員会及び市民と市長の対話集会の開催　ほか

情報社会の恩恵を享受できる情報通信基盤の整備及び情報通信技術の活用

会計名

企　画　管　理　部

要求額

平成２５年度
当初予算額

平成２６年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計

（９３，９０４千円）
　市ホームページのリニューアル、各種媒体による情報発信等に必要な経費を計上

　　・広報たかやまの発行、ＦＭ放送・ＣＡＴＶ番組の制作

要求に関する基本方針

第七次総合計画の着実な推進と第八次総合計画策定及び市長公約の実現

開かれた市政（広報広聴）による市民とのよりよい関係づくり

行政情報の提供と広聴事業の推進 １１８，００４千円　

927,130 1,589,565 662,435 71.45

・市ホームページのリニューアルによる増　　２５，０００千円



＜行財政運営＞

　　　○

　　　○ 職員の意識改革と資質向上の推進

　職員研修や人事交流に必要な経費を計上

＜情報＞

　　　○

　　　○

　　・住民票等のコンビニ交付サービスの開始

　　・社会保障・税番号制度導入に向けたシステム改修　ほか

＜道路・交通＞

　　　○

（８，０００千円）
　ＣＡＴＶ事業の整備促進に必要な経費を計上

　　・総合計画審議会の開催　ほか

 　 ・省庁等への職員派遣　ほか

３５，５３０千円　

計画行政の推進 ２，８２２千円　
（１１，０９６千円）

　第七次総合計画の進捗管理と第八次総合計画の策定等に必要な経費を計上

　バス運行等に必要な経費を計上

　　・まちなみバス、のらマイカーの運行　ほか

（３７，９００千円）

 　 ・語学研修（英会話）をはじめ各種研修の実施

　　・ＣＡＴＶ事業者の情報通信基盤の整備に対する助成

電子市役所の構築 ３６４，７００千円　
（２４８，２５０千円）

　情報システムの整備、運用等に必要な経費を計上

　　・総合行政情報システムの導入

生活に必要な公共交通の確保 ２０４，５３５千円　
（２０５，５３５千円）

情報通信基盤整備の推進 ５００，０００千円　



平成２６年度予算要求のポイント

単位：千円、％

○○

・ 市債残高の減少及び利率見直しによる公債費の減　　△１５０，４８３千円
・

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

＜行財政運営＞

　　　○

　行政事務の円滑な実施に必要な経費を計上

○

　公有財産の適正な管理と未活用財産の活用や処分に必要な経費を計上

　　　○

　固定資産税等の公平・公正な賦課を行うために必要な経費を計上

　・字絵図書替

　・家屋所在地番等調査

　・固定資産現況調査

　・土地鑑定評価

公平な課税と税収納率の向上 ５２，５９５千円  
（６８，８００千円）

（１３９，３８５千円）

　・市営墓地の管理

　・市有施設の火災保険の加入

　・普通財産の管理や活用、処分のための測量業務　ほか

（３８５，６８１千円）

　・庁舎、公用車等の維持管理

　・庁舎電話設備の更新

　・庁舎機能を維持するための中央監視室自動制御装置の更新

財産管理の適正化と効率な運用 ５６，３５６千円　

庁舎等の適正管理と必要な整備の推進 ４４０，３１７千円　

社会情勢の変化や行政課題に対応した財産管理の推進

要求のポイント

　　主な増減理由

庁舎電話設備更新による増　　１３，５４５千円

要求に関する基本方針

第七次総合計画後期基本計画の着実な推進と市長公約の実現

健全で持続可能な財政基盤の確立

一般会計 6,755,235 6,570,252 △ 184,983 △ 2.74

財　務　部

要求額

会計名
平成２５年度
当初予算額

平成２６年度
要求額

対前年度増減額
増減率



単位：千円、％

　　主な増減理由
・生涯学習施設の整備による増　　２２，０００千円
・高地トレーニング施設の整備による増　　２２，０００千円

　　　○ 協働のまちづくりを推進するための取り組みの強化

　　　○ 誰もが生涯を通じて学ぶことのできる地域に根差した生涯学習の推進

　　　○ 誰もが生涯を通してスポーツに親しむことのできる環境づくりの推進

（　　　　）は前年度予算額

＜地域＞

　　　○

　　・協働のまちづくりの意識を高めるための講演会等の開催

　　・市民活動団体への支援

　　・町内会の運営、防犯灯の電気料・改修等の助成　

　　・町内会への加入促進　ほか

　　　○

　　・協働のまちづくりに向けたモデル地区の取り組みに対する支援　ほか

　　　○

　　・第４次高山市男女共同参画基本計画の策定に向けたワークショップ等の開催

　地域の特色ある事業や課題の解決に向けた取り組みを支援するための経費を計上

　　・講演会や講師派遣などによるワーク・ライフ・バランスの推進

増減率

（５０，５４６千円）

一般会計 919,262 927,303

市民活動の支援

　　・各地区社会教育運営委員会（協議会）が行う特色ある事業に対する支援

（１，９９１千円）
　第３次高山市男女共同参画基本計画の着実な推進を図るために必要な経費を計上

市　民　活　動　部

要求額

会計名
平成２５年度
当初予算額

平成２６年度
要求額

（９，１５０千円）

対前年度増減額

　地域力の向上、協働のまちづくりを推進するために必要な経費を計上

8,041 0.87

５０，９０８千円　

１３，０３９千円　

要求に関する基本方針

・飛騨高山文化芸術祭実行委員会負担金の減　　△６０，０００千円

特色ある地区活動の推進

男女共同参画基本計画の推進 ２，５８９千円　

要求のポイント



＜生涯学習＞

　　　○

　　・市民の自主的な文化芸術活動に対する支援

　　・美術展覧会等の開催

　　・子ども夢創造事業（文化芸術）の実施

　　・文化芸術鑑賞事業の実施　ほか

　　　○

　　・生涯学習講座の開催

　　・子ども夢創造事業（科学）の実施

　　・生涯学習施設の整備と維持管理　ほか

＜スポーツ＞

　　　○

　国体を契機としたスポーツの振興を図るために必要な経費を計上

　　・子ども夢創造事業（スポーツ）の実施

　　・スポーツ指導者の養成及びスポーツ教室の開催

　　・スポーツ少年団活動、各種スポーツ大会開催に対する支援　ほか

　　　○

　高地トレーニングエリアの利用促進を図るために必要な経費を計上

　　・トップアスリートの受入体制の整備

　　・高地トレーニング強化拠点施設の整備

１８，５１４千円　

（２９，３９２千円）

文化芸術の振興　 ５５，２６５千円　

高地トレーニングエリアの充実 ４６，６２７千円　

生涯学習の推進 ５００，８５６千円　

（１７，４７７千円）

　生涯学習機会の提供や生涯学習施設の維持管理に必要な経費を計上

　文化芸術の市民生活への浸透と文化芸術の振興を図るために必要な経費を計上

スポーツの振興

（４６９，２２９千円）

（１０１，７９０千円）



平成２６年度予算要求のポイント

単位：千円、％

　　主な増減理由
・障がい福祉サービス給付費の増　　２３６，２１７千円
・保育所に要する経費の増　　１９９，２８８千円
・要介護（要支援）認定者の増加に伴う介護給付費の増　　４００，３８７千円
・老人福祉施設の整備による増　　４３，７０１千円

　　　○ 子どもを産み育てやすい環境整備の推進

　　　○ 住み慣れたまちで快適に安心して住み続けるための支援

　　　○ 健全な介護保険事業の運営

　　　○ 障害者総合支援法への適切な対応

（　　　　）は前年度予算額

＜障がい者福祉＞

　　　○ 障がい者が安心して快適に暮らせる環境づくり

　障害者総合支援法等に対応したサービス提供に必要な経費を計上

　　・障がい福祉サービス等の給付

　　・障がい者就労支援事業の実施　ほか

＜地域福祉＞

　　　○ 低所得者への支援

　適切な生活保護制度の運営に必要な経費を計上

　　・生活保護受給者への支援

　　・就労支援の強化　ほか

（６５３，２８７千円）
６３８，６４９千円　

8,188,829 8,746,772 557,943 6.81

8,616,475 9,037,497 421,022 4.89介護保険事業特別会計
（保険事業勘定）

一般会計

会計名

福　祉　部

要求額

平成２５年度
当初予算額

平成２６年度
要求額

対前年度増減額
増減率

介護保険事業特別会計
（介護サービス事業勘定） 27,713 28,267 554 2.00

要求に関する基本方針

（１，６５４，４７２千円）

要求のポイント

１，９１３，８５５千円　



＜児童福祉＞

　　　○

　保育内容の充実等に必要な経費を計上

　　・保育ニーズに対応した１３時間保育の実施

　　・公立保育園の民間移譲に向けた施設改修、合同保育の実施　ほか

　　　○

　障がい児の健全育成を支援するための経費を計上

　　・障がい児の通所に対する支援　ほか

＜高齢者福祉＞

　　　○

　高齢者の安全で安心した生活や生きがいづくりを支援するための経費を計上

　　・買い物、掃除、玄関先の除雪などの支援

　　・通院や買い物などの外出支援

　　・長寿会活動に対する助成

　　・住宅のバリアフリー改修や屋根融雪装置の設置に対する助成

　　・温泉保養施設等の利用に対する助成　ほか

　　　○

　老人福祉施設の整備・維持管理に要する経費を計上

　　・福祉センター等の整備　ほか

○

　介護認定、保険料の賦課徴収、介護給付に必要な経費を計上

　　・介護サービス等の給付

　　・介護認定審査会の開催　ほか

　　　○

　高齢者の介護予防や在宅で介護する家族を支援するための経費を計上

　　・通所型介護予防教室や高齢者健康教室の開催、自主活動の支援

　　・短期宿泊、ホームヘルパー派遣の実施

　　・地域包括支援センターによる高齢者総合相談

　　・在宅で介護する家族に対する介護用品や慰労金の支給

　　・高齢者のみの世帯への緊急通報装置の設置　ほか

障がい児の健全な育成 １４０，８８８千円　
（９４，７３０千円）

保育環境の改善及び民間移譲への取り組み ４５３，８２０千円　
（４５８，３６７千円）

高齢者の安全で安心した生活の支援 ２４１，３８７千円　

老人福祉施設の運営 ２１６，８３９千円　
（１７３，１３８千円）

健全な介護保険事業の運営 ８，８２３，１０５千円　

（２３５，８４７千円）

（８，４２２，７１８千円）

介護予防の推進及び家族介護の支援 ２０９，６３９千円　
（１８９，０１６千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由

・電気自動車の普及促進事業による増　　１１，３８０千円

　　２，６１０千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

<環境・衛生>

　　　○ 新エネルギー導入の推進 １１，８０６千円　
（２１，５７３千円）

　まちの機能を向上させる新エネルギー導入に必要な経費を計上

　　・再生可能エネルギー事業化検討協議会（仮称）の設立と活動の推進

　　・自然エネルギー利用の普及啓発　ほか

環　境　政　策　部

要求額

会計名
平成２５年度
当初予算額

平成２６年度
要求額

一般会計

ごみ処理施設の適正な維持管理

・産学官連携による再生可能エネルギー事業化に向けた取組みによる増

要求に関する基本方針

1,628,539 210,841 14.87

・新ごみ処理施設整備に向けた環境調査費等の増　　３８，５９９千円

公害の発生防止

・小型家電資源化による増　　２，０２４千円
・長期修繕計画に基づく焼却施設保守点検業務の増　　１３，６７２千円

新エネルギーの導入による地球温暖化対策の推進

自然と共生するまちを目指した生物多様性保全の推進

新ごみ処理施設の整備

要求のポイント

対前年度増減額
増減率

・防災拠点施設への新エネルギー設備導入事業の増　　８２，５００千円
・新エネルギービジョンに基づく住宅エコ推進事業等の増　　７９，１００千円

1,417,698



　　　○ 地球温暖化対策の推進 ６５２，７４０千円　
（４８４，６００千円）

　地球温暖化対策の推進に向けた設備導入等の支援に必要な経費を計上

　　・指定避難所への太陽光発電システム・蓄電池の導入

　　・電気自動車の普及促進（急速充電器の整備等）

　　・木質バイオマス活用に対する助成

　　・エコ住宅の新築、エコリフォームに対する助成

　　・太陽光発電システム設置に対する助成　ほか

　　　○ 生物多様性保全の推進 １６，５３８千円　
（６，８４５千円）

　自然環境の保全や生物多様性保全の意識啓発に必要な経費を計上

　　・乗鞍山麓五色ヶ原の森等を活用した自然環境学習の推進

　　・いのちの森づくり（苗木植樹等）

　　・特定外来植物（オオハンゴンソウ等）の防除

　　・いきもの調査の実施

　　　○

　　　○ 資源循環型社会の実現

　ごみの収集、焼却、埋立、減量化、資源化や施設の維持管理等に必要な経費を計上

　　・小型家電の資源化

　　・長期修繕計画に基づくごみ焼却施設の保守点検

　　・ＰＣＢ廃棄物処分

　　・新ごみ処理施設整備に向けた環境調査　ほか

快適に暮らせる環境の整備 ３，３７２千円　

８７８，６６６千円　
（８４４，６２２千円）

　　・河川水質の監視、騒音・悪臭苦情にかかる調査

（２，８７０千円）
　公害発生の防止に必要な経費を計上



単位：千円、％

　　主な増減理由
・国保特別会計の保険給付費の増　　１４４，０００千円
・後期高齢者医療負担金の増　　７４，３１６千円
・日本脳炎接種対象者の増　　１６，０００千円
・特定不妊治療費補助金申請件数等の増　　９，４７８千円
・医療確保支援事業の増　　２９,０００千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

<環境・衛生>

○ 火葬場の運営

　　・火葬場の設備改修と維持管理

＜情報＞

　　　○ 証明書交付システム体系の構築

市民の健康増進事業の充実

　　　　　　　　 （０千円）

　　　 （４５，３２０千円）

要求のポイント

　　・建設準備に向けた建設検討委員会の設置

市　民　保　健　部

要求額

要求に関する基本方針

　　　　　２７，６２９千円　

証明書交付システム体系の構築

地域医療体制の充実

         ４７，７８２千円  

　コンビニエンスストアを活用した各種証明書の交付に必要な経費を計上

会計名
平成２５年度
当初予算額

平成２６年度
要求額

対前年度増減額
増減率

国民健康保険財政の適正化

新火葬場建設の推進

　市営火葬場の維持管理、新火葬場建設準備に必要な経費を計上

一般会計 1,740,256 1,769,715 29,459 1.69

国民健康保険事業
特別会計（事業勘定） 10,316,610 10,471,251 154,641 1.50

後期高齢者医療事
業特別会計 1,012,217 1,075,640 63,423 6.27

国民健康保険事業
特別会計（直診勘定） 329,937 307,914 △ 22,023 △ 6.67



<健康・保健・医療>

　　　○ 国民健康保険財政の適正化

　　・適正な保険料の設定

　　　○ 市民の健康増進の推進

　市民の健康増進のために必要な経費を計上

　　・健康診査、がん検診の実施

　　・妊婦健康診査に対する助成、乳幼児健診の実施

　　・予防接種の実施

　　・こころの健康相談の実施　ほか

　　　○ 地域医療体制の充実 　　　　　　　７５８，４９６千円  

　医師確保のための環境整備や救急医療体制の確保に必要な経費を計上

　　・非常勤医等の確保、高度医療機器の整備等に対する助成

　　・直営診療所の運営

　　・休日診療所の運営

　　・２４時間電話医療相談　ほか

　　　　　　　　　　 （４９７，６４５千円）

（１０，３１６，６１０千円）

　　　　　　　　　　　４７９，８６８千円  

　国民健康保険事業の円滑な運営に必要な経費を計上

１０，４７１，２５１千円　

　　・在宅当番医制、病院群輪番制、救命救急センターの運営に対する助成

　　　　　　　（７５２，８１６千円）



単位：千円、％

　　主な増減理由
・青年就農者給付金の増　　２８，５００千円
・認定農業者の機械施設導入助成の増　　２７，７６８千円
・飛騨東部土地改良事業（債務負担）の終了による減　　△１０７，９４１千円
・地籍調査事業の増　　１１３，５１４千円

 ○ 新規就農者の確保と認定農業者の育成

 ○ 地域ぐるみの取り組みによる農地・施設の保全と鳥獣被害対策の強化

 ○ 安全・安心な農畜産物の生産拡大と地産地消や６次産業化の推進による販
路の拡大

 ○ 災害に強い森林づくりを進めるための間伐等森林整備の促進

 ○ 効率的な木材生産及び木材の利用拡大

 ○ 畜産業の活性化と安定生産の促進

（　　　　）は前年度予算額

＜農業＞

　　　○

　　　○

　　・有害鳥獣捕獲隊の育成に対する助成　ほか

　農業の担い手確保、育成支援のために必要な経費を計上

　　・経営開始した青年就農者に対する給付金の支給（支給対象の拡大）

農作物獣害防止対策の強化 １２８，２１７千円　
（１３７，９３０千円）

　鳥獣による農作物への被害を防止するために必要な経費を計上

増減率

1,443,464 1,550,585 107,121 7.42

32,100 30,103 △ 1,997 △ 6.22
地方卸売市場
事業特別会計

要求に関する基本方針

一般会計

会計名

農　政　部

要求額

平成２５年度
当初予算額

平成２６年度
要求額

対前年度増減額

　　・認定農業者の機械、施設整備導入に対する助成　ほか

　　・地域ぐるみの鳥獣被害防止活動や侵入防止策の整備等に対する助成

要求のポイント

新規就農者や認定農業者の育成支援 １４９，７６８千円　
（８９，８００千円）



　　　○

＜林業＞

　　　○

　　・水源林の境界明確化

　　　○

　　・市産材を活用した住宅等建設に対する助成

＜畜産業＞

　　　○

　　・畜産振興アドバイザーによる畜産経営の支援

　　　○

６，５００千円　
（２，５００千円）

　６次産業化の取り組みに必要な経費を計上

　　・ネットワーク構築による商品開発、販路開拓、施設整備に対する助成

　　・優良雌牛保留導入、増頭対策に対する助成

畜産振興の推進 １，２２０千円　
（０千円）

　畜産振興を図るために必要な経費を計上

肉用牛増頭対策の推進 ６２，１８５千円　
（５６，１７０千円）

（６２，４４６千円）
　森林施業を促進する境界明確化のための経費を計上

　　・地籍調査

　肉用牛の増頭に必要な経費を計上

木材の利用促進

森林境界明確化の推進 １７５，９６１千円　

３６，０９０千円　

６次産業化による農産物の高付加価値化の推進

　　・肉用牛繁殖牛舎等の建設に対する助成　ほか

（３５，５９０千円）
　市産材の活用促進に必要な経費を計上



単位：千円、％

　　主な増減理由
・ 伝統的工芸品産業の新規振興策実施による増　　５，８１４千円
・ 中心市街地活性化事業の利用見込みによる増　　１９，３３８千円
・ 融資の利用見込みによる減　　△１３２，７６８千円
・ 清見造成地の簡易水道整備完了等による減　　△３７，８７２千円
・ 県の緊急雇用創出事業の終了による減　　△３８，８００千円
・ 北陸新幹線開業に向けた誘客対策に伴う増　８，６６５千円

　　　○ 低利融資をはじめとする景気対策の推進

　　　○ 伝統的工芸品産業の振興に向けた新たな施策の推進

　　　○ 飛騨高山ブランドの競争力のさらなる強化

　　　○ 中心市街地活性化に向けた施策の推進

　　　○ 企業立地に向けた積極的な誘致活動の推進

　　　○ 観光客５００万人を目指した戦略的誘客宣伝事業等の展開

○ 利用者の満足度向上や安全管理のために必要な観光施設の整備

（　　　　）は前年度予算額

＜商業＞＜工業＞＜労働＞

　　　○

　景気対策緊急融資等の実施に必要な経費を計上

　　・創業支援資金融資、小口融資、経営安定特別資金融資、設備近代化資金

　　・国県制度融資利用者への利子補給

　　・勤労者生活安定資金融資、勤労者住宅資金融資　ほか

景気対策緊急融資の継続 １，９９８，７８３千円　

要求のポイント

要求に関する基本方針

観光施設事業
特別会計 95,010 119,464 24,454 25.74

商　工　観　光　部

要求額

会計名
平成２５年度
当初予算額

平成２６年度
要求額

対前年度増減額
増減率

一般会計 3,246,640 3,114,884 △ 131,756 △ 4.06

（２，１３１，５５１千円）



＜商業＞＜工業＞

　　　○

　伝統的工芸品産業の販路拡大、後継者育成等に必要な経費を計上

　　・小学校等における伝統的工芸品の活用の促進（新規）

　　・伝統的工芸品を活用する事業所等に対する助成（新規）

　　・飛騨高山の名匠認定制度の創設（新規）　ほか

　　　○

　市内特産品の積極的な宣伝・販路拡大、ブランド力の強化に必要な経費を計上

　　・飛騨高山展開催事業に対する助成

　　・推奨土産品登録制度の周知・啓発

　　・飛騨高山ブランド振興事業に対する助成

　　・産業振興計画の策定　ほか

＜商業＞

　　　○

　中心市街地活性化のための住環境整備、商業施設等の共同施設整備の促進に必要な経費

　を計上

　　・商店街機能強化、空き店舗対策等に対する助成

　　・まちなか居住促進にかかる助成

　　・中心市街地活性化基本計画の策定　ほか

＜工業＞

　　　○

　企業誘致を推進するために必要な経費を計上

　　・企業誘致促進制度による企業誘致活動

　　・誘致ターゲット企業調査（新規）　ほか

＜観光＞
　　　○

　観光宣伝、高山祭、各種イベントなど、誘客に必要な経費を計上

　　・中部山岳国立公園80周年誘客事業、高山本線全通80周年記念事業の実施（新規）

　　・北陸新幹線開業に向けた広域連携誘客宣伝事業の推進

　　・飛騨高山ウルトラマラソンの開催

　　・コンベンションの開催に対する助成

　　・観光関連団体の誘客宣伝事業等に対する助成　ほか

　　　○

　温泉施設、キャンプ場、スキー場等の運営及び施設整備等に必要な経費を計上

　　・観光施設の運営、整備

（４３，３２５千円）

飛騨高山ブランドの競争力の強化 ３５，２０３千円　

（２１９，５６６千円）

（３７９，２２４千円）

誘客宣伝の実施（拡大） ２１６，４６５千円　
（２０５，１９３千円）

観光施設の運営 ４２０，２３６千円　

（３１，５２０千円）

中心市街地の活性化 １１１，５７８千円　
（９２，２４０千円）

企業誘致対策の推進 １８１，６９４千円　

伝統的工芸品産業の振興策の推進 ４９，９６０千円　



単位：千円、％

　　主な増減理由
・昭和３号線、花本線（広瀬踏切）他道路整備事業の増　　４７５，３１６千円

　　　○

　　　○

　　　○

　　　○ 市民の生活と生命・財産を守るための災害に強い社会基盤整備の推進

　　　○ 道路などの安全性確保と道路網の健全な維持（地域要望への対応）

　　　○ 建築物の耐震化促進による地震に強いまちづくり

　　　○ 安心、快適に住み続けられる居住環境の整備

　　　○ 高山駅周辺土地区画整理事業と自由通路（駅舎）整備事業の計画的実施

（　　　　）は前年度予算額

＜道路・交通＞

　　　○

　　　○

　　・昭和３号線、千島線、上切中切２号線、花本線（広瀬踏切）、
　　　蒲田左俣線（恵橋）、村上田頃家線（村上橋）　ほか

高速道路網、地域間連絡道路網の整備促進による道路利用者の快適性向上

駅周辺土地区画整理事業区域と結節する基幹道路整備による交通環境の向上

　道路交通の円滑化を図るための道路新設改良に必要な経費を計上

　　・西之一色花岡線、高山駅東口線

道路新設改良事業の推進 ７１０，４６６千円　
（７０１，５００千円）

要求のポイント

街路事業の推進 ４３１，８５７千円　
（３４５，７７８千円）

　道路交通の円滑化と魅力ある市街地創出のための街路整備に必要な経費を計上

要求に関する基本方針

・高山駅周辺土地区画整理事業の増　　３４３，４２０千円
・建築物耐震総合対策事業の増　　５９，４７９千円

橋りょう耐震補強等長寿命化の推進による災害に強いまちづくり及び社会資本の
ライフサイクルコストの低減

一般会計 3,632,231 4,712,018 1,079,787 29.73

基　盤　整　備　部

要求額

会計名
平成２５年度
当初予算額

平成２６年度
要求額

対前年度増減額
増減率



　　　○

＜防災＞

　　　○

＜土地利用＞

　　　○

＜住宅・公園＞

　　　○

　　　○

　　　○

（２２０，０００千円）
　地震に強いまちづくりの推進に必要な経費を計上

道路維持修繕事業の推進 ７７５，３００千円　
（４７３，０００千円）

　道路の安全性確保や道路網の維持に必要な経費を計上

　　・道路修繕、側溝修繕、舗装修繕、橋りょう修繕　ほか

橋りょう耐震補強事業の推進 ２８６，９５０千円　

　良好な住環境を提供するための施設整備に必要な経費を計上

　　・市営住宅の改修

公園改修整備事業の推進 １２１，６１９千円　
（２３，０００千円）

　安全安心な公園利用の促進に必要な経費を計上

　　・公園の改修、危険木伐採　ほか

　　・長寿命化修繕計画に基づく橋りょう５橋（中橋、渡瀬橋、あぶみ橋、
  　  和合橋、千島３号橋）の耐震補強

地震に強いまちづくりの推進 １３０，７８９千円　
（７１，３１０千円）

　建築物耐震総合対策の推進に必要な経費を計上

　　・木造戸建住宅の無料耐震診断、木造住宅等の耐震化に対する助成

市営住宅改修整備事業の推進 ９９，４０２千円　
（２５，０００千円）

高山駅周辺土地区画整理事業の推進 ７５７，０２３千円　
（４１３，６０３千円）

　高山駅周辺土地区画整理事業等に必要な経費を計上

　　・自由通路等整備、高山駅東口線・西之一色花岡線整備、
　　　東西駅前広場詳細設計　ほか



単位：千円、％

　　主な増減理由
・処理場施設長寿命化及び更新費用の増（下水）　　１５６，４３０千円
・中尾簡易水道整備事業の増（簡水）　　４９，０５３千円
・会計基準見直しに伴う減価償却費等の増（上水）　　１５９，９０７千円

○ 安全安心な水を安定して供給するための施設整備及び経営の安定化

○ 安全安心な水を安定して供給するたの水源の保全と確保

○ 生活環境の向上と流域の水質保全

○ 地域の特性に応じた下水処理施設の整備及び水洗化の普及

（　　　　）は前年度予算額

＜上・下水道＞

○ 簡易水道施設整備の推進 ２０３，１５５千円　
（１６５，３３２千円）

　安全安心な水を安定して供給するための浄水場施設整備に必要な経費を計上
　　・中尾簡易水道整備事業
　　・老朽管布設替　ほか

6.59

簡易水道事業
特別会計 592,349 642,349 50,000

水道事業
会計 1,990,827 2,122,050 131,223

2.53
農業集落排水
事業特別会計 575,148 589,698 14,550

3,545,545 3,731,178

8.44

要求に関する基本方針

要求のポイント

249,601 242,048 △ 7,553 △ 3.03

増減率

5.24
下水道事業
特別会計

一般会計

会計名

水　道　部

要求額

平成２５年度
当初予算額

平成２６年度
要求額

対前年度増減額

185,633



○ 配水管の布設替・耐震化の推進 ４２１，７０５千円　
（３５３，５６２千円）

　安全安心な水を安定して供給するための施設改良に必要な経費を計上
　　・下切導水管耐震化整備
　　・老朽管布設替　ほか

○ 配水施設拡張整備の推進 １１１，７４９千円　
（３１２，０７４千円）

　安全安心な水を安定して供給するための配水施設整備に必要な経費を計上
　　・駅周辺整備、西之一色花岡線道路改良に伴う配水管布設
　　・未給水地区の解消　ほか

○ 公共下水道の管きょ布設、マンホール蓋更新 ３１，６９２千円　
（８６，３８４千円）

　生活環境の向上及び水質環境の保全を図るため下水処理施設整備に必要な経費を計上
　　・マンホール蓋の更新（７０箇所）　ほか

○ 宮川終末処理場の機器の長寿命化及び更新 ７９８，７００千円　
（６４６，２７０千円）

　宮川終末処理場の長寿命化及び機器更新に必要な経費を計上
　　・３号送風機長寿命化
　　・消化槽増設
　　・管理棟の耐震補強　ほか

○ 特定環境保全公共下水道の管きょ布設 ２２７，８４２千円　
（１２０，２４７千円）

　生活環境の向上及び水質環境の保全を図るため下水処理施設整備に必要な経費を計上
　　・管きょ布設　ほか



単位：千円、％

　　主な増減理由

　　　○ 効率的な基金及び歳計現金の運用   

　　　○ 合理的な会計事務の推進　

（　　　　）は前年度予算額

＜行財政運営＞

　　　○

　　　○

会　計　室

要求額

平成２５年度
当初予算額

平成２６年度
要求額

対前年度増減額

・基金積立の減

要求に関する基本方針

増減率

一般会計

会計名

1,146,819 1,051,662 △ 95,157 △ 8.30

要求のポイント

（１，９８５千円）
　適正な出納事務遂行のための職員の研修会の実施

適正な会計事務の実施 ２，２１９千円　

　歳計現金の適正な管理

９１９，３２４千円　

　効率的な基金の積立運用

より有利で安全な基金の運用
（９２２，６８１千円）



単位：千円、％

　　　○ 市民の視点に立った公平公正な監査等の充実

（　　　　）は前年度予算額

＜監査＞

　　　○

　・支所監査の充実　ほか

要求に関する基本方針

要求のポイント

より充実した監査等の実施 ６，７２３千円　
（６，３３３千円）

　監査等の充実・強化のために必要な経費を計上

8,034 518 6.89一般会計

会計名

監　査　委　員　事　務　局

要求額

平成２５年度
当初予算額

平成２６年度
要求額

対前年度増減額
増減率

7,516



平成２６年度予算要求のポイント

単位：千円、％

　　　○ 市民との情報共有、市民の意見の市政への反映

　　　○ 市民に対する議会情報の提供

（　　　　）は前年度予算額

＜行財政運営＞

　　　○ 市民との情報共有、市民の意見の市政への反映 ２６，１９４千円　
（２４，７２７千円）

　議会及び議員活動に必要な経費を計上

　　・議会、委員会等の開催

　　・議会広報紙の発行

　　・市民意見交換会（地域・分野別）の開催

　　・政策提言の実施

　　　○ 市民に対する議会情報の提供 ９，３０８千円　
（１０，９７０千円）

　議会運営に必要な経費を計上

　　・議会情報及び会議録の公開

　　・議会審議の中継

　　・議会関係事務

要求に関する基本方針

要求のポイント

35,502 △ 195 △ 0.55一般会計 35,697

会計名

議　会　事　務　局

要求額

平成２５年度
当初予算額

平成２６年度
要求額

対前年度増減額
増減率



単位：千円、％

　　主な増減理由
・国府小、松倉中学校校舎大規模改修事業の増　　４０８，０００千円
・小中学校の施設等修繕費の増　　８０，６９５千円
・伝統的建造物群保存地区の無電柱化事業の減　　△２５１，８００千円

　　　○ 教育の質や教育力の向上と、家庭・地域と連携した学校づくり

　　　○ 安全、安心、快適な教育環境の総合的な整備

　　　○ 地域文化の継承や歴史的町並保存の推進

（　　　　）は前年度予算額

＜学校教育＞

　　　○

　　・図書指導員の配置

　　　○

　　・特別支援（難聴）教室へのタブレット端末導入（新規）　ほか

図書教育の充実 ６９，８８０千円　
（６９，８８０千円）

　図書教育の充実に必要な経費を計上

１２０，４０６千円　
（１１７，２８０千円）

　教育環境の整備に必要な経費を計上

　　・図書管理システムの運用

　　・学校図書の購入

教育環境の整備

　　・吹奏楽備品の整備

教　育　委　員　会

要求額

平成２５年度
当初予算額

平成２６年度
要求額

対前年度増減額
増減率

会計名

△ 2.43

一般会計 1,534,635 1,896,266 361,631 23.56

学校給食費
特別会計

要求に関する基本方針

要求のポイント

　　・教材備品の購入

414,850 404,759 △ 10,091



　　　○

　　・特別支援教育の推進　ほか

　　　○
（１１２，１００千円）

　学校施設等の安全、安心、快適な環境整備に必要な経費を計上

　　・学校施設の大規模改修（国府小、松倉中学校校舎）

　　・スクールバスの更新　ほか

○

　　・私学振興に対する助成　ほか

　　　○

　　・安全、安心なおいしい学校給食の提供

　　・学校給食センターの運営（高山、清見、一之宮、久々野、本郷）

　　・調理用機械器具、給食配送車両の更新　ほか

＜文化＞

　　　○

　　・ふるさと伝承記録整備

　　・伝承芸能保存団体に対する助成　ほか

　　　○

　歴史的な町並み保存の推進に必要な費用を計上

　　・伝統的建造物群保存地区保存対策に対する助成

　　・伝統的建造物群保存地区防災対策に対する助成

　　・歴史的建造物群耐震化対策事業　ほか

　　　○

　　・まちの博物館における特別展等の開催

　　・文化財多言語看板の設置

７７，４４４千円　

　幼児教育、高等教育の充実に必要な経費を計上

教育の充実 ５９，８９１千円　
（５３，７００千円）

８２，６４０千円　

　　・ボランティアガイド育成事業

２，３５５千円　

　　・保健相談員の配置

　　・特色ある教育活動に対する助成

　教育の充実に必要な経費を計上

安全、安心、快適な学校施設等の整備 ５９９，２５４千円　

幼児教育、高等教育の充実
（６４，６００千円）

　歴史文化の活用に必要な経費を計上

　　・私立幼稚園の就園に対する助成

（５９３，９３４千円）

（２，３５５千円）

　児童生徒の心身の健全な発達を図るために必要な給食運営経費を計上

地域文化伝承への支援

９，３０１千円　

安全、安心で魅力ある学校給食の実施 ６１０，０４２千円　

（６，５７６千円）
歴史文化活用の推進

　地域の文化継承に必要な費用を計上

（３３６，６００千円）
歴史的町並み保存の推進



単位：千円、％

　　主な増減理由

・消防車両更新に伴う増　　４４，０６２千円
・消防団員退職報償金の増　　３３，２３５千円

　　　○

　　　○
団員の士気高揚、団員の確保

（　　　　）は前年度予算額

＜安全＞

　　　○

　消防車両等の更新に必要な経費を計上

　　・水槽付消防ポンプ車、高規格救急車、消防団ポンプ車　ほか

　　　○

　消防施設の維持管理に必要な経費を計上

　　・消防救急デジタル無線の整備

　　・消防団車庫の修繕　ほか

　　　○

　消防団活動に必要な経費を計上

　　・消防団員出動報酬

　　・消防団員退職報償金

市民の安心・安全を確保するための消防装備等の充実強化

消防団員の安全確保と消防団施設や資器材の整備による団活動の充実及び

要求のポイント

消防施設の維持管理

１１２，９７３千円　消防団活動の充実

消防車両等の更新、修理 １４０，５６２千円　
（９６，５００千円）

１，１２９，５０５千円　
（１２，０００千円）

247.19一般会計 498,448

会計名

 　 ・消防用ホースの更新　ほか

（７７，６５０千円）

要求に関する基本方針

・消防デジタル無線整備に伴う増　　１，１１７，５０５千円

消　防　本　部

要求額

平成２５年度
当初予算額

平成２６年度
要求額

対前年度増減額
増減率

1,730,564 1,232,116



単位：千円、％

　　　○

　　　○

（　　　　）は前年度予算額

　　　○ 丹生川地域

　丹生川地域の振興に必要な経費を計上

　　・イベント開催（飛騨にゅうかわ宿儺まつり等）

　　・旧ホテル乗鞍解体

　　・平湯峠若山牧水歌碑周辺整備

　　・乗鞍公園線望岳台展望台整備　ほか

　　　○ 清見地域

　清見地域の振興に必要な経費を計上

　　・イベント開催（ひだ清見紅葉まつり等）

　　・普通河川整備

　　・生涯学習施設修繕

　　・商工観光施設整備　ほか

　　　○ 荘川地域

　荘川地域の振興に必要な経費を計上

　　・イベント開催（ひだ荘川ふるさとまつり等）

　　・荘川の里整備

　　・黒谷地域生活環境整備

　　・化石を活用した地域振興　ほか

地域振興特別予算

要求額

平成２５年度
当初予算額

平成２６年度
要求額

対前年度増減額
増減率

要求に関する基本方針

657,143 △ 1.80645,293 △ 11,850

会計名

一般会計

５７，２８０千円　
（５７，３３５千円）

（９４，３１２千円）

個性あるまちづくりの推進

地域振興計画の着実な推進

要求のポイント

８６，０００千円　

７０，１２９千円　
（７０，５０５千円）



　　　○ 一之宮地域

　一之宮地域の振興に必要な経費を計上

　　・イベント開催（臥龍桜・桜まつり等）

　　・臥龍桜日本画大賞展開催

　　・地域景観保全（桜の里づくり）

　　・協働のまちづくり　ほか

　　　○ 久々野地域

　久々野地域の振興に必要な経費を計上

　　・イベント開催（ひだ桃源郷収穫劇場等）

　　・位山舟山自然公園環境整備

　　・地域生活道路環境保全

　　・道の駅整備　ほか

　　　○ 朝日地域

　朝日地域の振興に必要な経費を計上

　　・イベント開催（氷点下の森氷祭り等）

　　・道の駅周辺整備

　　・林業関連施設解体

　　・市指定文化財保存　ほか

　　　○ 高根地域

　高根地域の振興に必要な経費を計上

　　・冬季高齢者住宅開設

　　・地域観光施設整備

　　・遊休施設解体

　　・地域自然公園等管理　ほか

　　　○ 国府地域

　国府地域の振興に必要な経費を計上

　　・イベント開催（飛騨国府サマージョイフェスタ等）

　　・生活環境保全林整備（洗心の森）

　　・地域文化振興助成

　　・観光施設整備　ほか

 
　　　○ 上宝・奥飛騨温泉郷地域

　上宝・奥飛騨温泉郷地域の振興に必要な経費を計上

　　・イベント開催（奥飛騨温泉郷ウィンターキャンペーン等）

　　・新穂高登山者用駐車場管理

　　・北アルプス飛騨側登山道整備

　　・地域生活環境整備　ほか

（６０，４３１千円）
６０，０００千円　

７５，２８０千円　
（７５，３３６千円）

５７，２３５千円　
（５９，７５２千円）

８７，２８０千円　
（８７，２８７千円）

１０５，２１８千円　
（１０５，２８９千円）

４７，２８０千円　
（４７，３３２千円）




